
（1） 2025 年 8 月 1 日発行 8月号  No.236健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7
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FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

奄美医療生協の仲間と出資（2025 年 5 月末現在）　　●組合員数 22,846 人　　●出資金 371,194,721 円　　●班数 146 班
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組
合
員
と
職
員
の
「
参
加
」
と
「
協
同
」
の
力
で
２
つ

の
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う

第
48
期
通
常
総
代
会
開
催

　

２
０
２
５
年
６
月
25
日（
水
）
ア

マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
に
て
第
48
期

通
常
総
代
会
が
、
本
人
出
席
93
名
、

書
面
議
決
27
名
の
総
数
120
名
の
総
代

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
﨑
雅

彦
理
事
長
よ
り
開
会
挨
拶
と
総
代
会

成
立
の
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
挨
拶
で
は
、
全
国
の
医
療
・
介
護

の
情
勢
と
当
法
人
の
経
営
課
題
及
び

対
応
の
経
過
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
祐
名
新
太
郎
専

務
理
事
よ
り
、
1
号
議
案
「
２
０
２

４
年
度
活
動
報
告
・
事
業
報
告
・
決

算
報
告
及
び
欠
損
金
処
分
案
の
承
認

の
件
」
2
号
議
案
「
２
０
２
５
年
度

活
動
計
画
・
事
業
計
画
・
予
算
承
認

の
件
」
3
号
議
案
「
２
０
２
５
年
度

役
員
報
酬
決
定
及
び
役
員
退
任
慰
労

金
支
給
承
認
の
件
」
４
号
議
案
「
議

案
決
議
効
力
発
生
の
件
」
に
つ
い
て

の
４
つ
の
議
案
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

提
案
と
説
明
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
い
、
地
区
別
総
代
会
で
出

さ
れ
た
質
問
、
要
望
に
つ
い
て
項
目

ご
と
に
理
事
会
か
ら
の
回
答
を
含

め
、
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
、
総
代
4
名
、

地
域
理
事
2

名
よ
り
発
言

が
あ
り
ま
し

た
。

　

発
言
は
、

◆
5
年
ぶ
り

に
屋
外
で
の

開
催
と
な
っ

た
「
北
大
島

区
生
協
ま

つ
り
」、
◆

「
支
部
結
成

20
周
年
の
取
り
組
み
と
支
部
活
動
の

紹
介
」、
◆
「
徳
之
島
診
療
所
新
築

移
転
に
つ
い
て
と
特
別
増
資
運
動
の

取
り
組
み
」、
◆
「
南
大
島
区
生
協

ま
つ
り
と
主
管
支
部
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
◆
「
徳
之
島
診
療

所
の
歴
史
と
教
訓
、
困
難
を
協
同
の

力
で
乗
り
越
え
よ
う
」、
◆
3
号
議

案
に
つ
い
て
、「
今
日
の
情
勢
を
踏

ま
え
役
員
報
酬
の
再
検
討
に
つ
い

て
」
で
し
た
。

　

今
回
の
、
通
常
総
代
会
で
は
、
全

国
の
医
療
福
祉
生
協
を
含
め
、
当
法

人
に
お
け
る
「
組
合
員
参
加
の
危

機
」、「
事
業
継
続
の
危
機
」
を
組
合

員
と
職
員
の
「
参
加
」
と
「
協
同
」

の
力
で
乗
り
越
え
よ
う
、
が
中
心
課

題
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
積
極
的

な
発
言
が
出
さ
れ
た
の
が
特
徴
的
で

し
た
。
議
案
提
案
の
中
で
紹
介
さ
れ

た
地
区
別
総
代
会
で
の
意
見
、
要
望

に
お
い
て
も
経

営
危
機
に
関
連

し
、「
組
織
活

動
を
強
化
し
よ

う
」、「
組
織
活

動
へ
の
職
員
の

積
極
的
参
加
」、

「
増
資
活
動
を

広
げ
よ
う
」、

「
企
業
健
診
等

営
業
活
動
に
取

り
組
も
う
」
等

の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

　

提
案
さ
れ
た

議
案
は
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　

て
採
択
さ
れ
第

48
期
通
常
総
代
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

終
了
後
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、

事
業
所
で
は
、
徳
之
島
診
療
所
「
建

設
委
員
会
」
も
表
彰
さ
れ
受
賞
後
の

挨
拶
で
徳
田
所
長
は
、「
新
し
い
徳

之
島
診
療
所
の
活
動
は
始
ま
っ
た

が
、
我
々
の
目
指
す
目
標
に
は
ま
だ

道
半
ば
で
す
。
達
成
に
向
け
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
と
職
員
の
「
参
加
」
と

「
協
同
」
の
力
で
奄
美
医
療
生
協
を

大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
3
面
に
写
真
集
が
あ
り
ま
す
）

四谷
米山 総代

笠利
山口 総代

山郷
盛 理事

徳南
亀沢 理事

伊仙
富 総代

大和
吉田 総代
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

6
月
13
日

（
金
）
上
方

支
部
で
は
、

浦
上
郵
便
局

に
隣
接
す
る

組
合
員
さ
ん

の
家
の
敷
地

を
借
り
て
ま

ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、

支
部
の
組
合
員
さ
ん
2
名
も
参
加
し
、

血
管
年
齢
・
血
圧
・
握
力
の
測
定
を
行

い
ま
し
た
。
初
夏
の
良
い
天
気
に
恵
ま

れ
た
分
、
暑
く
な
り
ま
し
た
が
、
隣
の

郵
便
局
で
野
菜
の
販
売
も
行
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ

い
、
20
名
の
方
々
が
受
検
し
ま
し
た
。

測
定
結
果
に
、「
血
管
年
齢
が
実
際
よ

り
も
若
く
て
よ
か
っ
た
。」「
い
つ
も
血

圧
が
高
く
て
・
・
」
な
ど
と
感
想
も
聞

か
れ
、
和
や
か
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

前
回
、
強
風
で
十
分
な
対
応
が
出
来

な
か
っ
た
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

し
た
が
、
今
回
は
楽
し
く
自
分
の
体
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が
で
き
、
奄
美
医
療

生
協
の
組
合
員
活
動
を
地
域
に
「
み
せ

る
化
」
に
も
つ
な
が
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
支
援
部　

安
江　

潤

　

6
月
30
日（
月
）

午
後
、
阿
木
名
公

民
館
に
て
「
医
療

講
話
」
を
組
合
員

15
名
、
職
員
6
名

の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

30
℃
を
超
え
る

暑
い
中
で
の
開
催

で
し
た
が
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
へ
13
名

の
方
が
受
検
し
て
頂
き
ま
し
た
。
測
定

結
果
に
は
一
喜
一
憂
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
医
療
講
話
は
、
フ
ッ
ト
ヘ
ル

　

5
月
22
日（
木
）、
伊
仙
支
部
の
上

晴
さ
わ
や
か
班
で
班
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
あ

と
徳
之
島
警
察
署
か
ら
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
運
転
す

る
時
に
は
、
体
調
管
理
、
シ
ー
ト
ベ
ル

パ
ー
で
も
あ
る
福
真

理
子
氏
に
よ
る
「
靴

の
履
き
方
・
選
び

方
」
に
つ
い
て
の
お

話
し
で
し
た
。
靴
と

い
う
身
近
な
物
の
選

び
方
、
履
き
方
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
講
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。
講
演
の

後
半
に
は
、
簡
単
な

足
指
の
運
動
も
体
験
し
て
頂
き
、
参
加

者
は
と
て
も
楽
し
く
和
や
か
に
運
動
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
と
て
も
良
い
企
画
で
し
た
。」
と
大
変

好
評
で
し
た
。　
　

地
域
支
援
部　

嘉
野 

善
一
郎

ト
の
確
認
。
速
度
に
気
を
付
け
る
こ

と
。
歩
く
と
き
に
は
歩
く
時
間
や
服

装
、
斜
め
横
断
を
し
な
い
こ
と
な
ど
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
さ
ん
の
中
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
で
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
暑
い
こ
の
季
節
は
、
朝
夕
の

涼
し
い
時
間
に
行
う
こ
と
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
薄
明
り
の
中
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
が
気
付

き
や
す
い
服

装
が
大
事
で

す
。
昨
年
、

徳
之
島
で
は

4
件
の
交
通

死
亡
事
故
が

発
生
し
て
お

り
気
を
つ
け

た
い
と
思
い

ま
す
。

　

4
月
は
、

班
会
が
で
き

な
か
っ
た
の

で
お
茶
会
で
は
近
況
や
班
会
の
計
画
な

ど
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

北
大
島
区

上
方
支
部

伊
仙
支
部

徳
之
島
以
南
区

上
晴
さ
わ
や
か
班

健
康
づ
く
り
も　

交
通
安
全
も

阿
木
名
医
療
講
話

南
大
島
区

足
の
健
康　

大
事
だ
よ
～

靴
の
履
き
方
・
選
び
方

地
域
の
健
康
づ
く
り
に

ま
ち
か
ど 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
実
施
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

第 48 期　総代会　写真集
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　昨年、ノーベル平和賞が日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）に授与されました。核兵器の非
人道性を訴え、世界の原水爆禁止運動に新たな勢いを与えています。世界では、核兵器のない未来を求
める世論もさらに大きく広がっています。2021 年 1 月に発効した核兵器禁止条約（ＴＰＮＷ）は 批准
国が 73、署名国が 94 に、昨秋の国連総会で条約を支持した国は 127 か国となり広がってきています
が、唯一の被爆国である日本は批准していません。世界と連携し平和の大きなうねりをおこしましょう。

　1958 年 6 月、被爆地広島の平和公園から東京に向けた行進として始まりました。「歩く」という誰で
もできる行動で原水爆禁止の願いを示す平和行進は、沿道の市民の共感をひろげ、数十万人が行進に加
わりました。それ以来 56 年間、雨の日も風の日も、夏の暑さの中も休まず続けられるこの行動は、世
界にも類をみません。いまでは全都道府県の 8 割をこえる自治体を通り、毎年約 10 万人が参加してい
ます。
　「核兵器のない世界」を願う人なら、誰でも参加できます。  　　　　　（日本原水協　パンフから）

23 日に行われた自治体要請は、奄美市、大和村、宇検村、へ核兵器禁止条約へ
の署名、批准を国に訴えるように要請しました。夕方行われた集結集会には 49
名が参加し、6 団体（新婦人、民医連奄美事務所、奄美民商、医療生協労組、日
本共産党奄美地区委員会、奄美平和委員会）から決意表明がありました。最後に
市内をパレードし核兵器廃絶、原発をなくそう、憲法 9 条を守ろう等訴えまし
た。2 日間の行進参加者は述べ 104 名でした。

2025 年原水爆禁止世界大会
毎年、原爆投下の日に合わせて世界大会が開催されます。
大会参加へ向け、バザー、カンパ等の活動が取り組まれ、平
和学習も行われます。国民平和行進もこの大会と連携してい
ます。
奄美医療生協も、労働組合を中心に大会参加に取り組んでい
ます。

6 月 22 日奄美地区平和行進　笠利・龍
郷コースが 29 名の参加でスタートしま
した。
出発集会では、民医連奄美事務所：盛山
さん、平和委員会：平元さん、新婦人：
江崎さん、奄美医療生協笠利支部：泉さ
んが代表あいさつを行い元気に出発しま
した。

私達の取り組み
「日本政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める署名」

民医連目標 100 万筆に対して到達　269,861 筆（2025.4
現在）
スタンディングアピール行動

（8月）19 日（火）、（9月）19 日（金）、（10 月）9 日（木）
国民平和大行進

平和をつくる

国民平和大行進 in 奄美（6月 22 日～ 23 日）
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組合員企画のご案内

① 保育助手：アルバイト（8:00 から 2時間以上お手伝い頂ける方、本人希望日の勤務）

② 臨床検査技師、臨床工学技士、看護師、介護福祉士

　 ：正規職員またはパート（一日・半日若しくは本人の希望時間）

③ 情報処理（事務）：パート（一日・半日若しくは本人の希望時間）

職員募集 勤務地：①ひまわり保育園、　②③奄美中央病院

7月号 No.235 の記事に訂正がありましたのでご確認下さい。

徳之島診療所診療案内・生協在宅サービスセンター・生協ヘルパーステーション

徳之島診療所・デイケアにじ  ☎ 0997-83-2131 休診日：日曜、月曜・水曜・土曜の午後

月 火 水 木 金 土

午前
診療

受付
8:00 ～ 12:00

診療
8:45 ～ 12:30

一般
外来 ○ ○  ○ ○ ○ ○

専門
外来 － － ①週 小児科

④週 消化器 － ②週 循環器
③週 呼吸器 ③週 呼吸器

訪問
診療 14:00 ～ 17:00 ○ － ○ － － －

午後
診療

受付 18:00 まで
診療 17:00 ～

一般
外来 午後休診

17:00 ～

〇 午後休診
17:00 ～

〇
17:00 ～

〇
午後休診

受付 18:00 まで
診療 14:00 ～

専門
外来 － ①週 小児科

④週 消化器 － ①③週　　
糖尿病外来

②週 循環器
③週 呼吸器

小児科予防接種
（受付は 17:30 まで）

午前 ○ ○ ○ ○ ○ －

午後 － お問い合わせ
ください － お問い合わせ

ください
お問い合わせ

ください －

 ■午後診療は、火曜日、木曜日、金曜日の 17：00 ～。 ■日曜日の終日、月曜日、水曜日、土曜日の午後は休診です。

生協在宅サービスセンター
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

奄美中央病院：☎ 0997-54-4443
と く の し ま：☎ 0997-81-2755

介護に関するご相談にケアマネージャーがお受けします。

生協ヘルパーステーション
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

あ ま み：☎ 0997-57-7373
せ と う ち：☎ 0997-72-3567

◆保健学校開催（北大島区・南大島区・徳之島以南区）

◆夏休み応援企画（学習支援 ＋ どぅしくゎ食堂 ＋ 奄美手熟師会）

3区共通（8月 23 日《土》開催）　各区開催時間オプション企画についてはお問い合わせください。

日時　8月 10 日（日）10 時から　場所　生協会館（長浜町 8-7）

対象　奄美在住の小・中学生　

➢ 学習支援（夏休み宿題のお手伝いをします。ご持参ください。）10:00 から

➢ どぅしくゎ食堂（奄美中央病院子ども食堂）を開催します。
　 12:00 から提供　　数に限りあり。整理券を配布します。

➢ 奄美手熟師会：達人たちが伝承遊び、絵、物づくりを教えます。
　 13:30 ～ 15:30

健康チェック（血圧測定、尿検査・塩分チェック等）実技、検査で分かることを指導します。

講義：生活習慣と健康指標、すこしお（減塩）

申し込み締め切り：8月 20 日（水）　テキスト代：1,000 円（持っている方 500 円）

北大島区　お問い合わせ 52-6565（田川・福永）　52-5750（石井、福田、中田、安江）

南大島区　お問い合わせ 72-0107（嘉野）　徳之島以南区　お問い合わせ　83-2131（伊）

※ 詳細はポスター（奄美市の小・中学校）、奄美中央病院、地域支援部インスタグラム、

　 支部運営委員会配布チラシをご参照ください。　お問い合わせ 52-5750（地域支援部）
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地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い
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参考：沖縄県ホームページ、ひめゆり平和祈念資料館  

  朝日新聞デジタル 

Ｎｏ.60 

つ
い
で
に 

 

２
０
２
５
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
と
な
り

ま
す
。
過
去
の
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
誰
も
が
誓
う
こ
の
年
に
、
残
念
な
発

言
が
国
会
議
員
か
ら
発
せ
ら
れ
た
。 

尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
発
言 

歴
史
を
ね
じ
ま
げ
て
は
な
ら
な
い 

 

戦
後
80
年
、
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

戦
争
！ 

声
を
上
げ
る
の
は
今
だ
！ 

沖
縄
住
民
が
日
本
軍
の
犠
牲
に 

戦
争
は
人
を
狂
わ
す 

自
民
党
の
西
田
参
議
院
議
員
が
、
5
月
3
日

の
憲
法
記
念
日
の
講
演
で
、
「
ひ
め
ゆ
り
の

塔
」
の
展
示
内
容
を
「
歴
史
の
書
き
換
え
」
な

ど
と
発
言
し
た
。 

沖
縄
に
は
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
の
70
％
が

存
在
し
て
い
る
。
米
軍 

が
関
係
す
る
事
件
も
頻 

繁
に
発
生
し
て
い
る
。 

い
ま
だ
戦
争
の
犠
牲
に 

た
つ
沖
縄
県
民
の
尊
厳 

を
踏
み
に
じ
る
西
田
氏 

の
発
言
は
ゆ
る
せ
な
い
！ 

米
軍
の
無
差
別
爆
撃
に
よ
る
犠
牲
の
ほ
か
、

日
本
軍
に
よ
る
住
民
の
殺
害
が
各
地
で
発

生
し
た
。
沖
縄
住
民
を
ス
パ
イ
視
し
て
拷
問

や
虐
殺
を
し
た
り
、
壕
追
い
出
し
や
、
米
軍

に
探
知
さ
れ
な
い
た
め
に
乳
幼
児
の
殺
害

な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
他
、
住
民
の
食

糧
の
強
奪
や
、
足
手
ま
と
い
を
理
由
に
、
死

を
強
要
し
た
。
住
民
は
逃
げ
場
を
失
い
多
く

の
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
。 

奄
美
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
テ
レ
ビ
も
な
い
時

代
、
そ
の
頃
の
住
民
の
殆
ど
が
方
言
で
し
か
話

せ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。 

軍
民
雑
居
の
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
の
日
本
軍

は
、
住
民
か
ら
軍
の
機
密
が
漏
れ
る
の
を
極
度

に
恐
れ
た
。
「
沖
縄
語
ヲ
以
テ
談
話
シ
ア
ル
者

ハ
間
諜
ト
ミ
ナ
シ
処
分
ス
」
と
い
う
命
令
も
出

さ
れ
て
い
た
。
米
軍
の
投
降
勧
告
ビ
ラ
を
持
っ

て
い
た
り
、
投
降
を
呼
び
か
け
た
住
民
は
非
国

民
と
み
な
さ
れ
て
、
日
本
軍
に
虐
殺
さ
れ
た
。 

信
じ
が
た
い
理
由
で
住
民
虐
殺 

私
た
ち
の
め
ざ
す
活
動
は
、

「
世
の
中
が
平
和
で
暮
ら

し
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
が

前
提
に
あ
り
ま
す
。
「
戦
争

政
策
が
す
す
む
国
づ
く
り
」

の
な
か
で
は
、
豊
か
な
暮
ら

し
、
健
康
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。 

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
戦
争
だ
が
、
今
世
界

は
日
本
も
含
め
、
戦
争
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。 

人
類
は
、
戦
争
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。 

「
平
和
は
力
で
は
保
た
れ
な
い
。
平
和
は
た
だ

理
解
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る

の
だ
」（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
） 
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解
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沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た

住
民
は
約
、
9
万
4
千

人
、
日
本
軍
も
9
万
4

千
人
、
米
軍
は
1
万
2

千
人
、
日
本
軍
と
同
じ
数

の
民
間
人
が
犠
牲
に 

　九州・沖縄地方協
議 会 の 第 6 回 行 動

（2025 年 6 月 ） に
参加しました。梅雨
明けした沖縄地方は
3 日間お天気に恵ま
れ、行動は全て予定通りに進み、少しだけ、『沖縄
のたたかい』のお手伝いをして来ました。
　感想は書き切れませんが、沖縄慰霊の日の 2 日
前に訪れた、平和祈念公園について書きます。熱中
症警戒アラートが発令中・猛烈な暑さの中でした
が、『平和の礎』に花を手向けたり手を合わせたり
する方も多く、公園全体に “ とても静かで穏やかな
時間 ” が流れているように感じました。
　普段から、特に『たたかい』のない毎日を過ごし
ていると、どこか、『戦争は対岸の火事・他人事』
と考えてしまいがちです。しかし、時に、あの『毎
日戦っている人達』や、『戦禍の上に築き上げられ
ている平和』のことを思い出し、“ それらの人達の
気持ちに寄り添って、今後、行動して行きたい ” と
改めて思いました。

地域支援部　石井　仁久

　米軍普天間飛行場は、人口密集地域のど真ん中に
位置しています。世界一危険な飛行場とも言われて
います。学校や病院その他公的機関、そして多くの
民家が空港を取り囲むように周辺に広がっており、
近隣住民は日常的な騒音や航空機事故の危険性と隣
り合わせの生活を強いられています。2004 年 8 月
には、普天間飛行場に隣接する沖縄国際大学構内に
ヘリコプターが墜落する事故が発生しました。政府
は、名護市辺野古崎地区及びこれに隣接する水域を
埋め立てて普天間飛行場の代替施設を建設すること
を計画しています。
　豊かな自然環境を有する海を埋め立て、現在の普
天間飛行場にはない機能を備える移設計画につい
て、沖縄県民の理解は得られていません。

（沖縄県ホームページより）

辺野古支援・連帯行動に参加して


